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　私たちの生活を支えてくれている公共交通機関。しかし、近年では自家用車の普及が進んだ
ことや少子化などの影響から公共交通機関を利用する人が減少しています。公共交通機関の
運行は、ほとんどが運賃収入で賄われているため、収入が少なくなると赤字になって廃止され
ることもあります。今回は市内で運行されている公共交通機関について調べてみました。

鉄
 道
　

市
内
の
公
共
交
通
機
関
の
中
で
利

用
者
が
最
も
多
い
の
は
鉄
道
事
業

で
、
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
と
Ｊ
Ｒ
東
福
間
駅

を
合
わ
せ
た
昨
年
の
１
日
平
均
乗
降

者
数
は
約
１
万
８
千
人
。
Ｊ
Ｒ
福
間

駅
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
電

車
に
接
続
す
る
市
内
交
通
の
基
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道
事
業

部
門
に
お
け
る
過
去
５
年
間（
平
成

18
〜
22
年
度
）
の
営
業
損
失
額
は
拡

大
し
、
関
連
事
業
を
含
め
た
事
業
収

益
は
平
成
21
年
度
か
ら
損
失
に
転
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
少
子
化
な
ど
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
景
気
低
迷
や
雇

用
情
勢
の
悪
化
、
高
速
道
路
料
金
の

引
き
下
げ
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も

の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
23
年
３
月
に
全
線

開
業
し
た
九
州
新
幹
線
の
時
間
短
縮

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
、
九
州
の

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
誕
生

し
た
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
の
開
業
に
よ

り
、
全
国
に
及
ぶ
人
的
交
流
・
経
済

交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

危
い
な

路
線
バ
ス
が

　

路
線
バ
ス
の
現
状

　

路
線
バ
ス
は
、
採
算
ラ
イ
ン
を
割
り

込
み
、
赤
字
が
続
い
て
い
る
路
線
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

乗
合
バ
ス
全
体
で
は
平
成
21
年
度
に

全
国
で
約
3
万
3
千
キ
ロ
の
路
線
が
休

止
や
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
乗
合
バ
ス
と
は
、
定
期
路
線
、
不
定

期
路
線
の
バ
ス
の
総
称
で
す

　

現
在
、
市
内
の
路
線
バ
ス
は
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
九
州
バ
ス
㈱
、
西
鉄
バ
ス
宗
像

㈱
、
西
日
本
鉄
道
㈱
の
３
社
が
運
行
し

て
お
り
、
全
部
で
14
路
線
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
う
ち
す
で
に
赤
字
運

行
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の

分
に
対
し
て
は
、
行
政
が
赤
字
補
て
ん

を
行
い
運
行
を
存
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
不
採
算
の
路
線
バ
ス
は
廃
止
が

　

進
ん
で
い
る

　

平
成
14
年
２
月
の
改
正
道
路
運
送
法

の
施
行
に
よ
り
、
新
規
参
入
や
撤
退
す
る

際
の
手
続
き
が
、
許
可
制
か
ら
届
出
制
に

変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
不
採

算
バ
ス
路
線
の
廃
止
が
進
み
、
平
成
18
年

度
〜
平
成
22
年
度
の
路
線
廃
止
の
申
し
出

は
、
１
０
４
路
線
１
９
９
区
間
に
上
っ
て

い
ま
す
。

　

増
加
す
る
市
町
村
の
財
政
負
担

　

現
在
、
路
線
バ
ス
維
持
を
目
的
と
し
て

バ
ス
事
業
者
に
補
助
を
行
っ
た
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
た
め
に
財
政
負
担
を

行
っ
て
い
る
県
内
の
市
町
村
は
47
市
町
村

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
バ
ス
事
業
者
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
の
は
27
市
町
村
で
、
平
成
21

年
度
で
は
総
額
で
約
４
億
円
に
上
り
、
７

年
前
の
平
成
15
年
度
か
ら
比
べ
る
と
約
６

割
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
に
係
る
財
政
負
担
も
年
々

　
赤
字
補
て
ん
に
は
公
金
が
使
わ
れ
て
い
る

　

こ
の
赤
字
補
て
ん
に
は
補
助
金
と
し
て

公
金
が
使
わ
れ
て
お
り
、
国・
県
か
ら
の

補
助
の
ほ
か
、
市
か
ら
も
補
助
金
が
支
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
利
用
者
が
減
り

続
け
れ
ば
よ
り
多
く
の
補
助
金
が
必
要
と

な
り
、
市
の
負
担
も
そ
れ
に
つ
れ
て
増
え

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
状

況
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
さ
ら
な
る

減
便
や
最
終
的
に
は
赤
字
路
線
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

路
線
が
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
る
と
、
そ
の

復
旧
に
は
よ
り
多
く
の
経
費
や
努
力
が
必

要
で
長
い
時
間
を
要
し
、
路
線
の
再
開
は

困
難
に
な
り
ま
す
。
路
線
の
維
持
の
た
め

に
は
、
地
域
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
支
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
の
36
市
町

の
合
計
は
約
７
億
円
で
、
平
成
15
年
度
と

比
べ
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
活
交
通
確
保
に
係
る

市
町
村
の
財
政
負
担
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
平
成
21
年
度
で
は
10
億
円

を
超
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
路
線
バ
ス
の

利
用
者
が
増
加
に
転
じ
る
可
能
性
は
低

く
、
現
状
の
ま
ま
で
は
県
お
よ
び
市
町
村

の
負
担
額
が
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
将
来

に
わ
た
っ
て
生
活
交
通
を
維
持
す
る
た
め

に
、
負
担
額
を
抑
制
す
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
月
に
も
う
１
回
の
利
用
を

　

皆
さ
ん
が
「
ひ
と
月
に
も
う
１
回
」
を

合
言
葉
に
路
線
バ
ス
の
利
用
を
増
や
し

て
い
た
だ
け
る
と
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の

路
線
が
存
続
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
路
線
バ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

福岡県企画・地域振興部
広域地域振興課地域交通係

古賀  久章さん

▲市内交通の基点となっているJR福間駅

▲通勤・通学者が多い朝の改札口

公共交通機関の種類公共交通機関の種類

を

路
線
バ
ス
の
存
続
に
は
、

ひ
と
月
に
も
う
１
回
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
!

　公共交通機関には、バス、タクシー、鉄道、飛行機、船舶などがあり、私たちが日常生活をしていく上で重要な
役割を担っています。
　市内では、バス、タクシー、鉄道がありますが、各事業においても年々利用者が減り続けており、経営努力を
続けられながらも一部では採算が合わず赤字運行となっている路線があります。

鉄 道
タクシー バ ス

県内路線バスの利用者と補助金

バ
 ス

Bus
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（千人） （千人）
JRバス利用者グラフ（宗像圏内）
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西鉄バス利用者グラフ（宗像圏内）

全体利用者数

※19年度は西鉄宮地嶽線バス代替輸送開始のための増加

（万人）
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内
殿
区　

大
隈
さ
ん

　

公
共
交
通
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

の
通
勤・通
学
、
通
院
、
買
い
物
な
ど
の

移
動
手
段
と
し
て
私
た
ち
の
生
活
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　

も
し
、
公
共
交
通
機
関
が
使
え
な
く

な
る
と
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人
や
学

生
、
高
齢
者
な
ど
は
日
常
生
活
が
大
変

不
便
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

移
動
手
段
の
ほ
と
ん
ど
に
自
家
用
車

を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
公
共
交
通
機

関
の
必
要
性
に
つ
い
て
今
は
そ
れ
ほ
ど

感
じ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
将
来
、
車
を
運
転
し
な
く
な
っ

た
時
や
新
た
に
家
族
が
通
勤
や
通
学
で

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

自
家
用
車
に
乗
っ
て
い
る
人
で
も
飲

酒
を
し
た
時
や
ケ
ガ
を
し
て
自
分
で
車

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

将
来
に
お
い
て
も

公
共
交
通
機
関
は
必
要

環
境・渋
滞
の
対
策
と
し
て
も
有
効

　津屋崎～鐘崎線の利用状況は、朝夕の通勤・
通学の時間帯において、主にＪＲ福間駅での電
車との乗り換え手段として利用していただいて
おり、それ以外の時間帯、特に日中については
利用者が少ない状況です。
　その他、宮地嶽神社で催し物が行われる際に
は、日中でも若干利用者が多くなります。
　高齢化社会が進む中で、公共交通機関の役割
は一層重要になってくると考えております。
　景気の悪化や自家用車の普及など、厳しい状
況はありますが、安全性の強化やサービスの向
上に取り組み、お客さまが利用しやすい環境づく
りに努めていきたいと考えております。ぜひバス
をご利用ください。

◎ＩＣカード「nimoca」は、ＪＲ東日本「Suica」、ＪＲ
九州「SUGOCA」、福岡市営地下鉄「はやかけん」と
の相互利用を開始しており、西鉄バスとＪＲ電車
への乗り継ぎが可能です。

◎通勤通学に「ふくまーる定期」、６５歳以上のかたに
「みのり定期」、学生限定「１日フリー乗車券」など、
お得な割引制度があります。

　「ふくまーる」の利用状況は、朝夕のＪＲ福間駅へ
の通勤・通学のお客さまが中心で、日中は買い物な
どでご利用いただいております。
　また、福間～直方線の利用状況は、主にＪＲ福
間駅から水光会総合病院への通院やお見舞いな
どがほとんどで、見坂峠を過ぎてのご利用はあまり
ありません。
　以前から比べますと、自家用車で郊外の大型店
舗を利用されるかたが多くなってきたことや、少子化
によって学生の利用者が減少しております。
　このような中ではございますが、今後もお客さま
に安心してご利用いただけるように運行することや
より良いサービスを提供できますよう努力していきま
すので、どうぞご利用くださいますようお願いいたし
ます。

西日本鉄道株式会社
自動車事業本部営業部　営業第二課

加茂  雅嗣さん

ジェイアール九州バス株式会社
企画部

里村  博幸さん

担当者の声

　

ま
た
、
急
用
で
移
動
し
た
い
時
、
目
的

地
ま
で
直
接
行
き
た
い
時
な
ど
に
は
、
呼

べ
ば
来
て
く
れ
る
タ
ク
シ
ー
は
頼
れ
る
存

在
で
す
。
市
内
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

見
掛
け
ま
す
が
、
国
内
で
も
、
山
間
部
な

ど
近
く
に
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
な
い
と
こ

ろ
や
、
離
島
で
は
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
す
。

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
負
荷
の
低
減

　

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
と
、
一
度
に
大
量
の
人
を
輸
送

で
き
ま
す
の
で
、
自
家
用
車
を
利
用
し
た

場
合
に
比
べ
利
用
者
一
人
当
た
り
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
く
済
み
ま
す
。
こ

れ
は
地
球
環
境
に
大
変
や
さ
し
い
移
動
手

段
と
な
り
ま
す
。

●
交
通
の
円
滑
化・安
全
性
の
向
上

　

よ
り
多
く
の
人
が
公
共
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
渋
滞
が
緩
和
さ

れ
交
通
の
円
滑
化
と
な
る
ほ
か
、
自
家
用

車
の
通
行
台
数
が
減
り
安
全
性
の
向
上
に

も
繋
が
り
ま
す
。
特
に
朝
や
夕
方
の
時
間

帯
に
は
、
交
差
点
や
駅
周
辺
で
通
勤
車
や

送
迎
車
で
渋
滞
し
て
い
る
状
況
も
見
ら
れ

ま
す
。
自
家
用
車
と
公
共
交
通
機
関
を
上

手
に
使
い
分
け
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

市
行
政
経
営
企
画
課（
福

間
庁
舎
）　

☎
４
３・８
１
１
５

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
市
が
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

路
線
の
特
徴
と
し
て
は
、
民
間
事
業

者
が
運
行
す
る「
主
要
幹
線
」と
は
別
に

「
郊
外
部
お
よ
び
交
通
空
白
地
帯
」を
カ

バ
ー
す
る
よ
う
に
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
路
線
を
通
っ
て
い
る
理

由
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通

弱
者
を
支
援
す
る
こ
と
や
利
用
者
で
あ

る
市
民
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
が
運
行
す
る
既

存
路
線
と
の
協
調
を
図
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
が
運
行
す
る
路
線
と
競

合
す
る
こ
と
は
、
既
存
路
線
の
経
営
を

圧
迫
し
、
せ
っ
か
く
民
間
事
業
者
で
維

持
さ
れ
て
い
る
路
線
の
存
続
に
関
わ
っ

て
く
る
か
ら
で
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
こ
う
い
っ
た
民
間
事

業
者
に
よ
る
既
存
路
線
と
市
が
運
営
し

て
い
る
路
線
の
違
い
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
組
み
合
わ
せ
を
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
利
用
者

は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
営
業
水
準
の

指
標
で
あ
る
実
車
数・
日
車
営
数
と
も
低
下
傾
向

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
実
車
率
＝
輸
送
効
率
の
指
標
で
、
実
車
キ
ロ
/
走

行
キ
ロ
の
数
値
。
日
車
営
数
＝
１
台
の
タ
ク
シ
ー

が
１
日
に
運
ぶ
営
業
収
入
）

タ
ク
シ
ー
業
界
の
現
状

　

ま
た
、
年
間
約
５
０
０
０
万
円
の
経

費
が
掛
か
っ
て
お
り
、
効
率
の
良
い
運

行
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
利
用
者
は
延
べ
８
万
人
で

前
年
比
2.6
％
増
と
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
運
賃
収
入
は
９
３
０
万
円
で

前
年
比
５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
70
歳
以
上
の
割
引
証

を
利
用
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

利用者の声
タクシー

ふ
く
つ
ミ
ニ
バ
ス

Taxi
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JR
千鳥駅

JR
福間駅

JR東福間駅

JR東郷駅

九州自動車道九州自動車道

JR
古賀駅

渡公民館

宮司コミュニティ
センター

福間漁港

有弥の里
２丁目

東福間団地集会所前

八並北口

本木入口
なまずの郷

舎利蔵公民館前

光陽台
６丁目

福間
庁舎

勝浦浜

塩浜口

あんずの里

生家公民館前

須多田公民館前

星が丘
公民館前

津屋崎庁舎

宮地岳
宮前
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15
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❶

14

神湊波止場神湊波止場

11

18

N

路線バスは、ＪＲバスが３路線、
西鉄バスが１１路線、
ふくつミニバスが４路線あります。
※ふくつミニバスの路線は、大まかな運行範囲を示し
ています。詳しくは『ふくつミニバス時刻表』を
ご覧ください。

国
道
495号

県
道
528
号

県
道
502号

県道69
号

県
道
529
号

県道97号

国道3号県道533号

県道502号

県道30号

❹❺ ❹❺

市内の

路線バスの
系統図
路線バスの
系統図 高速道路

を除く

◎市行政経営企画課(福間庁舎）　☎４３・８１１５
◎ジェイアール九州バス株式会社
　福岡中部支店　☎０９４９・５２・０１８０
◎西鉄バス宗像営業所　☎０９４０・３５・３５５４

お問い
合わせ

路線バスの名称 始（始）点 終（始）点
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❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

12

13

14

15

16

17

18

西鉄バス・1-1系統
【津屋崎～鐘崎線】
宮司団地

西鉄バス
【津屋崎～鐘崎線】

西鉄バス・5系統
【津屋崎～新宮線】
宮司団地

西鉄バス・26-A系統
【赤間（普通）福岡線】
都市高速

西鉄バス・26-A系統
【赤間（普通）福岡線】
都市高速

西鉄バス・26系統
【赤間（普通）福岡線】

ＪＲバス・ふくま～る
【ブルールート】

ＪＲバス・ふくま～る
【グリーンルート】

ＪＲバス
【福間～直方線】 ＪＲ福間駅

ＪＲ福間駅

ＪＲ福間駅

天  神

天  神

天  神

西鉄新宮駅

ＪＲ福間駅

津屋崎橋

神湊波止場

ＪＲ東郷駅

神湊波止場

津屋崎橋

ＪＲ直方駅

福津市役所前

福津市役所前

赤間営業所

赤間営業所

津屋崎

津屋崎橋

光陽台６丁目

光陽台６丁目

ＪＲ福間駅

光陽台６丁目

光陽台６丁目

光陽台６丁目

天   神

ふくつミニバス
【勝浦線】

ふくつミニバス
【津屋崎線】

ふくつミニバス
【上西郷線】

ふくつミニバス
【東福間・若木台線】

西鉄バス・急行
【赤間（急行）福岡線】
都市高速

西鉄バス・1-2系統
【津屋崎～鐘崎線】
東町

西鉄バス・1-2系統
【津屋崎～鐘崎線】
東町

西鉄バス・1-2系統
【津屋崎～鐘崎線】
神湊波止場・東町

西鉄バス・1-1系統
【津屋崎～鐘崎線】
津屋崎橋・宮司団地

赤間営業所
ほか

JR東福間駅
（若木台口）

JR東福間駅
（若木台口）

JR東福間駅
（若木台口）

原町1区

福間松原

津屋崎庁舎

渡公民館

福間庁舎

広報ふくつ7

ＪＲバス直方線
（ＪＲ福間駅～JR直方駅）

福
岡
市
内
へ
通
学　

安
元
さ
ん

県
立
水
産
高
校
へ
通
う
生
徒

岩
隈
さ
ん（
左
）

宗
像
水
光
会
総
合
病
院
へ
通
勤

松
本
さ
ん（
右
）、
黒
木
さ
ん
、

ＪＲバスふくま～る
（ＪＲ福間駅～福津市役所前）

西鉄バス・鐘崎線
（ＪＲ福間駅～津屋崎漁港前）

利用者の声
バス

勝
浦
小
学
校
へ
通
う
児
童

林
さ
ん（
左
か
ら
２
番
目
）

西鉄バス・鐘崎線
（ＪＲ福間駅～勝浦局前）


